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町

か

ら

い

た

だ

い

た

 

安

養

寺

跡

発

掘

調

査

概

要

 

  

皇

室

ゆ

か

り

の

町

、

明

和

町

に

あ

る

済

生

会

明

和

グ

ル

ー

プ

（

当

院

、

特

養

明

和

苑

、
重

心

な

で

し

こ

）
は

、

安

養

寺

跡

に

建

て

ら

れ

て

い

ま

す

。

 

済

生

会

明

和

グ

ル

ー

プ

の

新

病

院

建

設

工

事

等

に

伴

い

、

明

和

町

が

発

掘

調

査

を

実

施

し

ま

し

た

。

 

明

和

町

の

文

化

財

と

い

う

と

、

国

指

定

史

跡

「

斎

宮

跡

」

の

名

前

が

出

て

き

ま

す

が

、
「
安

養

寺

跡

」
は

本

町

に

と

っ

て

斎

宮

跡

に

匹

敵

す

る

ほ

ど

の

価

値

の

あ

る

文

化

財

で

す

。

 

安

養

寺

は

、

中

世

に

南

伊

勢

で

屈

指

の

規

模

を

誇

っ

た

大

寺

院

で

、

鎌

倉

時

代

の

永

仁

５

年

（

１

２

９

７

）

に

創

建

さ

れ

ま

し

た

。

室

町

時

代

に

は

幕

府

や

伊

勢

国

司

北

畠

氏

か

ら

手

厚

い

保

護

を

受

け

発

展

し

て

い

ま

し

た

が

、
天

正

４

年
（

１

５

７

６

）
、
織

田

信

長

軍

に

攻

め

ら

れ

消

失

し

た

と

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

そ

の

後

、

天

正

1 6
年
（

１

５

８

８

）
、
伊

勢

街

道

が

付

け

替

え

ら

れ

た

頃

、

現

在

の

場

所

に

移

さ

れ

た

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

 

発

掘

調

査

の

成

果

か

ら

、

大

規

模

な

堀

が

あ

っ

た

こ

と

が

分

か

り

ま

し

た

。

堀

に

囲

わ

れ

た

範

囲

は

、

南

北

約

２

０

０

ｍ

、
東

西

約

１

７

０

ｍ

で

、

非

常

に

広

大

な

範

囲

で

す

。

 

平

成

11
年

度

か

ら

平

成

2 6
年

度

ま

で

に

７

回

に

わ

た

っ

て

発

掘

調

査

が

な

さ

れ

、

多

く

の

も

の

が

確

認

さ

れ

ま

し

た

。

出

土

品

の

中

に

は

、

三

具

足

（

香

炉

・

花

瓶

・

燭

台

）

も

あ

り

ま

し

た

。

中

で

も

、

青

磁

香

炉

は

重

要

な

遺

物

だ

そ

う

で

す

。

中

世

の

日

本

で

は

青

磁

を

作

る

こ

と

は

で

き

ず

、

大

陸

か

ら

輸

入

す

る

し

か

な

か

っ

た

た

め

、

入

手

す

る

こ

と

は

大

変

難

し

か

っ

た

の

で

す

。

出

土

し

た

青

磁

香

炉

は

中

国

の

元

の

時

代

に

龍

泉

窯

で

生

産

さ

れ

た

も

の

で

す

。

こ

の

こ

と

か

ら

も

、

安

養

寺

が

室

町

幕

府

や

伊

勢

国

司

北

畠

氏

と

強

い

関

係

性

を

持

っ

て

い

た

こ

と

が

窺

え

ま

す

。

 
今

ま

で

の

発

掘

調

査

に

よ

っ

て

、

安

養

寺

の

様

子

が

少

し

ず

つ

解

明

さ

れ

て

き

ま

し

た

が

、

ま

だ

ま

だ

謎

も

多

く

さ

ら

な

る

成

果

に

期

待

し

た

い

で

す

。
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